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尿 路感染症に対す るCeftezoleの 使用経験

斎 藤 功 ・岸 洋 一 ・宮 村 隆 三 ・足 立 卓 三

田 原 達 雄 ・西 村 洋 司 ・高 安 久 雄

東京大学医学部泌尿器科

Ceftezole(CTZ)はCefazolin(CEZ)の 類縁化 合

物 の1つ として開 発 された新 しいCephalosporin系 抗

生物 質であ る。本剤 はCEZ同 様に広 い抗菌 スペ ク トラ

ムを有 し,そ の作用 は 殺菌 的で とくにCephalosporin

系薬剤感受性 の グ ラム陰性桿菌 に 対 し強い 抗菌力 を 有

し,筋 注お よび静 注後,速 やか に有 効血 中濃度 に達 し,

投与量の ほとん ど全 部が代謝 されず に排泄 され,高 い尿

中濃度が得 られる ことが明 らか にされてい る1)2)。

われわれ は本剤 につ き基礎的検討 を加 え るとと もに泌

尿器科領域 に使 用 し,臨 床的観 察を行な った ので報 告す

る。

抗 菌 力

東京大学 医学部泌尿器科 において,最 近尿路感 染症患

者 尿 か ら分 離 さ れ たE.coli55株,Klebsiella18株,

Pr.mirabilis13株,Pr.vulgaris7株,Ps.aerugi-

nosa7株,Staph.epidermidis13株 のCTZに 対す

る感 受 性 を 日本 化 学 療 法 学 会 標 準 法 に よ り測 定 し,同 時

にCEZ,Cephaloridine(CER)に 対 す る感 受 性 と比

較 検 討 した 。

各 種 臨 床 分 離 菌 のCTZ,CEZ,CERに 対 す る感 受 性

分 布 はTable1に 示す とお りで あ る。

E.coli(55株)で はCTZ,CEZに おい て,1.56

μg/mlでpeakを 認 め た のに 対 し て,CERで は6.25

μg/mlにpeakが み られ た 。3.12μg/ml以 下 でCTZ

は43株(78%),CEZで33株(60%),CER18株

(33%)が 発 育 を 阻 止 され た 。 ま た この3薬 剤 いず れ も

Teble 1 MIC (ƒÊ/ml) of CTZ, CEZ and CER against organisms isolated from infected urine
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100μg/ml以 上の耐性株がそれぞれ6株(11%)ず つ

存在 した。

Klebsiella(18株)で は12.5μg/ml以 下で 発育が

阻止 され るものがCTZで10株(56%),CEZで9

株(50%),CERで8株(44%)と ほぼ半数を しめ,

200μg/ml以 上のMICを 示す 耐性株は3薬 剤 ともに

6株(33%)存 在 した 。

Pr.mirabilis(13株)で はCERで6.25μg/mlに

peakを 認めた のに対 し,CTZ,CEZで はあき らか な

peakを 示さなか った。

Pr.vulgaris(7株)で は この3薬 剤 と もに6.25

μg/ml以 下のMICを 示す感受性株は な く,耐 性株が

大 部分であ った。

Ps.aerscginesa(7株)は すべて200μg/ml以 上 の

高度耐性株で あった 。

Staph.epidermidis(13株)で は3薬 剤 と もすべ て

25μg/ml以 下の感受性菌で あ り,約 半 数は1.56μg/ml

以下のMICを 示 した。

以上の成績か ら,全 般的に各菌種 ともCTZはCEZ

とほぼ同等 の抗菌 力を有 してい るが,CERと 比較す る

と,E.coli,Klebsiellaで は1な い し2段 階強い抗菌

力を示 した。

Table 4 Clinical results classified by diagnosis

Table 5 Bacteriological results
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臨 床 的 検 討

1.　対 象

昭和49年11月 か ら50年4月 に 東京大学医学部 の関

連病院泌尿器科を訪れた 外来お よび 入院患 者31例 で,

そ の 内訳は 急性膀胱炎24例,急 性腎孟腎炎7例 であ

る。 年令構成は19才 か ら78才 までで,31例 中男子は

膀胱炎,腎 孟 腎炎そ れぞれ2例 ずつであ った。

2.　 投与方法

CTZは 原則 として膀胱炎には,1回0.5g1日1回

筋注 または静注 し3日 間連用 した。一部 の症例 には2日

間,ま たは1回19を2な い し3日 間使用 した。腎孟腎

炎に対 しては,1回19を1日1な い し2回 で,3な い

し4日 間使用 した。 この間腎孟腎炎は補 液以外,臨 床効

果に影響をあたえ る薬剤は投与 していない。

3.　臨 床効果判定

効果の判定は,膀 胱炎では(1)自覚症状の消失,(2〉尿 中

細菌の消失,(3)尿 中 白血球 の消 失,の3項 目よ り判定,

腎孟 腎炎には このほか,発 熱,腰 痛等の改善を加味 して

行な った 。そ して3項 目ともに消失正常化 した ものを著

効,2項 目につ き正常 化,あ るいは3項 目とも著 明な改

善をみた ものを有 効 とし他を無効 とした。

4.　 臨床成績

CTZ投 与 を行なった 急性膀胱炎 の症例 をTable2

に,急 性 腎孟 腎炎の症例をTable3に それぞれ 示す よ

うに,ま ず膀胱 炎24例 中18例 に著効,有 効6例 と全

例 に効果がえ られた。 また腎孟腎炎7例 につ いて も著効

6例,有 効1例 とやは り全例 に効 果をみてい る(Table

4)。 有効7例 の うち5例 は 自覚症状の消失 と,細 菌 の消

失をみたが,尿 中 白血球 の正 常化 までみ られ なか った も

ので,他 の2例 は 自覚症状 の改善 はえ られたが,尿 中細

菌,尿 中 白血球 の改善だけ にと どま った もので ある。

次に細菌学的効果 をみ ると31例 の症例か ら治療前 に分

離 された31株 中,E.coliは20株 で最 も多 く,次 いで

Staph.epidermidis4株 で他 の分離 菌は1な い し2株

で あった 。 この うち20株 のE.coliに ついては,治 療

後,19株(95%)が 陰性 化 した。1例 は治療前認 めた

株 と同 じMICの 細 菌が治療後に もその まま存続 した

(43×105→5×103に 減)(Table5)。

細 菌学的効果 とMICの 関係 は,10株 のE.coliに

ついてみ ると,25μg/ml,3.13μg/mlのMIC株 それ

ぞれ1株 を 除 き,他 の8株 は1.56μg/ml以 下の 感受

性株で,1例 の存続株 のMICは1.56μg/mlで あ った 。

しか し測定 した株数か らも両者の関係を論 じることは不

可能であ る。

5.　 副作用

使用31例 のほとん どが急性膀胱 炎 とい う疾患 の性質

上,ア レル ギー反 応を中心に観察 したが,全 例異常 を認

めなか った 。

考 按

CTZはCephalosporinCか ら誘導 された広域 スペ

ク トラムの殺 菌的作用を有す る新 抗生物質で,そ の抗菌

力はほぼCEZに 一 致す る ものであ ることが報 告されて

い る。われ われは泌尿器 科臨床分離株 の感 受性 を測定 し

CEZ,CERと 比較 した と ころ,CTZは グ ラム陽性球

菌 に対 しCEZ,CER同 様 いずれ も25μg/ml以 下の

MICで そのパ ター ンはほぼ同 じであ った。 グラム陰性

桿菌 に対 しては3薬 剤 と も にE.coli,Klebsiella,

Pr.mirabilis,Pr.vulgaris,Ps.aeruginosaの 順に

耐性化 し,こ の うちE.coliに つい て み るとCTZは

1.56μg/mlにpeakが あ り12.5μg/mlま でにほぼ集

中的であ る,こ れ はCEZ,CERに もい え,さ らに200

μg/ml以 上 の耐性株 も それぞれ6株 と一 致 した。 しか

しKlebsiella,Pr.mirabilis,Pr.vulgaris,Ps.aeru-

ginosaは 対照的 にそれぞれ3剤 と も,そ のMICは バ

ラツキが多か った。

臨床成 績について われわれ の経 験で31例 の急 性尿路

感染症 に使用,24例 に著効,7例 に有効 と全例 に効果

をえ る ことがで きた。投与法 は筋注を主 とし一 部静注を,

投与量 は 膀 胱炎には1日 量0.5な い し1.0gを2な い し

3日,腎 孟 腎炎にたい しては1日 量1.0な い し2.0gを

3な い し4日 で,他 のCePhalosporin.系 抗 生剤に比 し

決 して多い量では なか ったが,そ の有 効率か ら急性尿路

感 染症の場合,こ の程 度の量で充分 と考 える。

また,こ の使 用量,日 数での副作用 につ いては血液生

化学,血 液像等 の判定には 困難が あ り,今 回は早期 出現

をみ るアレルギー反応を中心 に観 察を行な ったが,認 め

るべ き所見 はな く筋注後 の注射部位 の疹痛 も局所麻 酔剤

との併用 で軽度 に認め る程度 であった。

ま と め

新Cephalosporin系 薬 剤CTZに つ いてCEZ,

CERを 比 較薬剤 として細菌学 的評価 と,臨 床 的効 果に

つ き検討 した。

1.　 臨床 分離E.coli55株,Klebsiella18株,Pr.

mirabilis7株,Pr.vulgaris7株,Ps.aeruginosa

7株,Staph.epidermidis13株 ひご対す感受 性分布は

CERよ りCTZは ややす ぐれていたが,CEZと の間

には明 らかな差は み られず ほぼ同 じ傾 向であった。

2.　 急性膀胱 炎24例,急 性腎孟腎炎7例 の計31例 に

1日 量0.S～2.0g,2～4日 間使用,24例 に著効,他

の7例 は有効 と全 例に効果をえ られた 。
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3.　 全例 に明 らかな アレル ギー反応はみ られ なか った。
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Ceftezole (CTZ), a new cephalosporin antibiotic, was bacteriologically evaluated, comparing with cefazolin 
(CEZ) and cephaloridine (CER). 

1) In sensitivity test for 55 strains of E. coli, 18 strains of Klebsiella,13 strains of Pr. mirabilis, 7 strains of Pr. 
vulgaris, 7 strains of Ps. aeruginosa and 13 strains of Staph. epidermidis which were clinically isolated, they 
were more susceptible to CTZ then to CER. However there was no significant difference between CEZ. 

2) CTZ was administered at the dosis of 0.5 to 2.0 g for 2 to 4 days to 31 patients, including 24 acute cystitis, 
7 acute pyelonephritis. Clinical results were excellent in 24 (77.4%), goodin 7 (22.6%). The good and excellent 
rate was 100%. 

3) No allergic reaction was observed.


